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「ハ イ ピ ァ リ ァ ン」と「ハ イ ピ ァ リ ァ ン
の没落」の同一性 と差異性
(2)共通 の詩行 につ いて その3
安 藤 幸 江
は じ め に
本誌12号・13号に続 き、 この号において も共通 の詩行 についての考察 を
すす めて行 きます。14-°F-,は筆者 の都 合で休載致 しました。
本稿では 「ハイ ピァリァン」 第一巻 、95-125行と、 「没 落」m巻 、
412-429行とを比較検討 します。 この箇所は 、王位喪 失を嘆 くサ ター ンが
その心情 を吐露す る情景 です。1便宜上、三段 に分かち ます。
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厂ハ イ ピァリァン」第一巻、95-106行、 と 「没落」m巻 、42行。
「ハ イ ピァリァン」第一巻 、95-106行は 、 「没 落」第 一巻 、412行に該
当 します。以下、それ ぞれ引用 してみま しょう。
 
'  0 tender spouse of 
gold  Hyperion;  
'  Thea
, I feel thee ere I see thy  face  ;  
•  Look up
, and let me see our doom in  it  ;  
•  Look up
, and tell me if this feeble shape 
 Is  Saturn's; tell me, if thou  hear'st the voice  
'  Of Saturn; tell me
, if this wrinkling brow, 
' Naked and bare of its great diadem
,  
•  Peers like the front of Saturn
. Who had power  
'  To make me  desolate  ? whence came the  stre
ngth  ?  
'  How was it nurtur'd to s
uch bursting forth, 
' While Fate see





4  Moan, brethren,  moan  ;
            (The Fall of Hyperion, Canto I,  1. 412)
「ハ イ ピァ リァン」 は、ハ イ ピァリァンの妻 、ス ィー アに対す るサターン
の呼 びか け で始 ま ります 。"Lookup,andletmesee…""Lookup,
andtellme..."と同 じよ うな命令文 が並 んでい ますが 、特に、"tellme
if..."は三 度 も使用 されてい ます。 この弱 々 しい 、年老いた、王冠 も被 ら
ない姿が 、本 当に己 れのサ ターンなのか ど うか教 えて くれ と頼 みます。 こ
こで三度 登場す るサ ター ンは明 らか に 「王者 としてのサ ター ン」、 或い は
「神の中の神 たるサ ター ン」 の謂 です。
王位 を失 った者 が直 ぐには喪失 の惨 めな己れ の状態 を理解で きず、 「一
体 自分は誰 なのか」 と戸惑 う姿は、よ く指摘 され ます よ うに 、 「リヤ王 」
の中 に見 られ ます 。
Does any here know  me  ? This is not Lear. 
Does Lear walk  thus  ? speak  thus  ? Where are his  eyes  ? 
Either his notion weakens, his discendings 
are lethargied.  Ha  I  waking  ? 'tis not so, 
Who is it that can tell me who I am? 
               (King Lear, I, iv, 11. 226-9).
リヤ王 は 、"ThisisnotLear"とはっ きり自己 を否定 しています。彼 は
リヤが こん な風 に歩 くだろ うか、 こん な風 に話すだ ろ うか と問 うてい ます
が 、 明 らか に既 に 自らの内に"no"の 答 を期 してい ます。 彼の言 う リヤ
とは、王者 リヤであ って 、王位喪失 の現実 の リヤではあ りません。彼 は 自
分の 知覚力の 減退 を 感 じつつ も、 それ も認め ること能 わず 、"waking?
'tisnotso
,"と言 って、 自分は目覚 めてい るのでは な くて眠 ってい るのだ
の 　 コ 　
と思い込 もうと努 めます。所詮、現実の自己を「諦観」した くな く、自我を放
コ 　 ロ
棄 して、ただ 自己慰撫 しては悲嘆の淵 に身 を委 ね るのです。
これに対 して 、 サターンは"ThisisnotSaturn"とは 言 いませ ん。
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己れの``feebleshape"や"wrinklingbrow,nakedandbareofits
9「eatdiadem"がサ ター ンの ものか どうか尋ね て、"no"と い う答 を期
待 す るのは 上叙 リヤの場合 と同 じですが、"Butitisso"と断定 します。
実在 の 自己 を既に確 乎 と捉 え得てい ます。 この点 で、当該サ ターン とは、
「自我の意識」が盛んに議論 され るよ うになった 冂9世紀 の詩 人」の創造 に
よる近代 的性格 を帯 びた もの と確信 し得 るよ うに 思 います(3で 関説)。
続 く105行目。 これは、極 めて力強 い行 になってい ます。 まず 、"nerv-
ous"ですが 、o.E.1).によれ ば、
nervous, a. Sinewy,  muscular  ; vigorous ,  strong.  Of parts of the  body 
   Now rare.
とあ ります。 そ してまた、"strangle"(扼殺す る)とい う巌烈 なイメージ
の動詞が その前 に配置 され てい ます。更に、主語 、"fate"が大文字 にさ
れ 、擬人化 きれ、主体化 され ます。か弱 くあるべ き 「運 命の女神」 は、 自
分の力強 い握力 で絞殺 されていた筈 なの に、運命は己れの思い のま ま掌 中
にあ った筈 なのに 、と全 くの非 力化 をサ ター ンは嘆 きます。
ところで、 「ハ イピァ リァン」 では11行半 もか けてサ ターンが語 った こ
とが 、 「没落 」にいた って 、半行 に も満た ない 、
"moan
,brethren,moan;"
のた った三語 に変 って います。 これは前 者に比 し余 りに も短い 、 とい うに
とどまらぬ一 つの不思議です。 「ハ イピァ リァン」 では、ス ィーアへの呼
びか けであったの に対 し、ここでは 自分 と同 じ く没落 した他の神 々への そ
れに代 ってい ます。 しか も、最初か ら"moan"「嘆け」とい う弱い消極的
な言葉です。 これ を評 して、M.Allotは、"Thealterationsaredesigned
・・increaseS…m・・p・・h。・・。w。aknessand1。ss。fh。(1)pe"と412_3。
行へ の註 で述 べています。至言 だ と思 います。かか る"moan"と い うで





2「ハ イ ピ ァ リ ァ ン 」 第 一 巻 、106-111行、 と 「没 落 」 第 一 巻 、412-417
行 。
この数 行 は、 自分が 、"dercaberunsgehende"の地位か ら没落 して・
あ らゆる神 の業か ら締 め出 され た、す なわ ち神 と して何物 も支配で きな く
なった こ とを述べ るくだ りです が、 ここは両詩 、殆 ん ど行 が共 通 してい ま
す。次 に その箇所 を各 々、対照 的に引用 して みましょ う。
                  and I am smother'd up, 
O  '  And buried from all godlike exercise 
O  '  Of influence benign on planets  pale, 
  ` Of peaceful sway above man's harvesting, 
 o  '  And all those acts which Diety supreme 
 o  '  Doth ease its heart of love in. 
                (Hyperion,Book I, 106-111)
                  for we are swallow'd up 
 o And buried from all godlike exercise 
 o Of influence benign on planets pale, 
  And peaceful sway above man'sharvesting. 
 o And all those acts which Deity supreme 
 o Doth ease its heart of love in. 
                (The Fall of Hyperion, Canto I, 11. 412-417)
文頭 の小 さい丸 印は両詩共 に同 じであるこ とを指 し、下線は異 同を示 し
てい ます(も ちろん、 これ らの印は筆者 による ものです)。
各 々最初 の一行 、す なわ ち、 「ハ イ ピァリァン」106行目 と 「没落」412
行 目に差異が認 め られ ます。文頭の"and"と"for"の 相違は前の文章
との関わ り合い による もの なの で、問題 には致 しません。"1"と"We"
の相違 も、前者は 自分がス ィー アに呼びかけてい るのですか ら、当然"1"
です し、「 一」の方 も、"1"と言いたい ところですが 、これは"brethren"
に呼 びか けてい るの で、"We"と して、 兄弟の神々 との連帯感 を出 して
い るわけです。 問題 は次の 他 動詞で、 ニュア ンスに か な り違いがあ りま
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す 。 各 々 、0.E.　D.を 検 索 して み ま す と 、"smother"は 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
げ　モ
　 　 smother,　with　up.　To　cover　up　in　a　close,　dense,　or　suffocating　manner,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 丶
　 　 　　 　 　etc.
と あ り 、 キ ー ツ の 当 該 行 文 が 引 用 して あ り ま す 。 一 方 、"swallow"は 、
　 　swallow,　fig.　To　make　away　with　or　destroy　completely;to　cause　to
　 　 　　 　 　disappear　utterly　(as　if　by　absorption).
の 意 と思 わ れ ま す 。 言 わ ん と し て い る こ と は 結 局 は 同 じ な の で す が 、 イ メ
ー ジ と し て は 、"smother"の 方 が ユ ニ ー クで あ り 、 しか も サ タ ー ン の こ
の 場 の 心 情 を よ く表 現 して い る 感 が し ま す 。 尚 、 「ハ イ ピ ァ リ ァ ン 」106
行 目"of"と 「没 落 」415行 目"and"の 差 異 は た い した こ とで は あ り ま
せ ん 。
　 　 　 ,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,
c
1
　っいでながら、ここで述 ぺられて いるサ ターンの治世は、紀元前8世紀のギリシャの詩人ヘシオ ドスの 「仕事と日々」 によりますと、周知の
いわゆる黄金時代であって、その頃の人間は、心に煩 いを知らず、労苦も悲 しみもなく、あらゆる禍か ら遠 く離 れ、楽 しい饗宴 に日々を送った
とあります。そして安楽と平和のうちに神々に愛せられ、あらゆる物資は自ずから地に澄れ、播 くことも刈 ることも要らずに、老いも知 らず、
ただ齢満 ちた時は、自然と眠 りに入 ったまま死 んで行 きました。ここに　Leah　C7arsiea[L+brar　よ り、ヘシオ ドスの原典 とその英訳とを
引用 しましょう。この中で、　131行目"Rpovov"(Cronos)とあるのは、 クロノスでサ ターンの同一抻とされています。
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山eir　knds　with　many　g。。d繭 区s,南b　 h皿 ㏄k8　an己
bved　by　the　blessed　gods.
ローマの詩人達は_Saeurnia　se8aaと呼びましたが、これについては、オーヴィドの 「メタモファシス亅第一巻、89行目以下に詳 しく語 られ
ています。最初の二行を引用 します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 {英訳)　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 ト
　　 Auren　primp　seta　est　aetas,　quae　vmdice　nulb　　　　　　　Golden　wns　that　first　age,　which,　with　no　one　to　compel,
sp°me　sua,　sm・k6・id・m　re・tumque　c・kb・し"幽　 　 　 wi出。ut　a　law,。t　o・。w・W購 ・pt　faith　and　did　th・rghc
　それ故、この時代には罰も脅か しの醤葉 もな く、裁 く者が居な くても、人々は安全に暮 しました。叮も堀で囲まれることもなく、戦 いもなく、
したがって武 器なども要 りませんで した。
わざ
さて、 キーツは この詩で あ らゆる神 らしい業 として 、 ま ず"influence
benignonplanetnale"を挙 げて います。 この行 は、"benign","pale"
共 に形容 詞 が 後置 され ていて、Miltonicinversionを示 してい ます。 ま
た、"Planet"と"pale"は頭韻 を な して います。 第二 の 業 として 、
"peacefulswayaboveman'sharvesting"(「人 々の収穫 に も平和な采
配 を振 る う」)を挙示 しています。 ここのサター ンは元来 「農耕 の神 」 で
す。それ 故 にこそ 、地 は耕 され な くとも自ずか らあ らゆる物質 を 生 み 出
す、 と約 言で きる次のオーヴ ィド 「メタモフ ァシス」の中の言葉が意味 を
持っわけ です。
ipsa quoque inmunis rastroque intacta nec ullis 
saucia vomeribus per sedabat omnia tellus, 
contentique cibis nullo cogente creatis 
 arbuteos  fetus montanaque fraga legebant 
cornaque et in duris haerentia mora rubetis 
et quae deciderant patula Iovis arbore glandes. 
ver erat aeternum, placidique tepentibus auris 
mulcebant zephyri natos sine semine flores; 
mox etiam fruges tellus inarata ferebat, 
nec renovatus ager gravidis canebat  aristis  ; 
flumina iam lactis,  iam flumina nectaris ibant, 
flavaque de viridi stillabant ilice mella. 
                                (Metamorphoses, i,  101-112)
当該の英訳 を掲 げてお きましょ う。
 The earth  herself, without compulsion, u touched by hok or plowshare, of herself gave  all  thaws needfuL And men,  content 
with food which  came with no  one's  eeking, athered the arbute fruit, strawberries from the  mountain-sides,  coma-cherries, 
berries  hanging thick upon the prickly bramble,  and acorns fallen from the  spredmg  tree of Jove. Then  spring  was  everlast-
ing,  and gentle  zephyrs with warm breath played with flowers  that  sprang  unplanted. Anon the earth, untitled,  brought forth 
her  stores of gram were planted in  long furrows,  and  bullocks groaned  beneath e heavy yoke. 
 (Leak  Classbal  Library, pp.  9  —11)
「ハ イ ピァリァン」110行目、「没落 」416行目の"Deitysupreme"は、
またMiltonicinversionになってい ます。 次行が示す よ うに、 黄 金時代
の神 々は、キ ーツ に よれ ば、愛 に溢れ 、人 々はそ の愛 に育 まれ て平和に豊
かな生活 を してい たので しょう。
69
3「ハイ ピァ リァン」m巻 、112-125行、 と 「没落」第一巻 、417-429
行 。
こ こでは、内容 にか な りの異 同が あ ります。前者 は、自己喪失を嘆 き、
ス ィーアに真の 自己 を探 して来て くれ と頼み ます。 これに対 し、後 者は 、
自分が王位 を失 った後 も世 の営みの変 らぬ ことを不満に思 うと共 に 、自分
の弱 さを嘆 きます。い ろい ろ問題のあ る箇所 ですので 、二 つに分け 、吟味
検討 しま しょ う。
                         — I am gone 
'Away from my own bosom: I have left  
'  My strong identity
, my real self, 
' Somewhere between the throne
, and where I sit 
' Here on this spot of earth. 
                    (Hyperion, Book I, 11. 112-116)
"Iamgone/Awayfrommyownbosom"は
、なかなかユ ニークな表
現で、サ ター ンの空 しい、虚ろな気持 を よく表 わ しています。 当該箇所で
の焦点 は、次行 の"identity"をめ ぐる問題で 、 それは、0.E.D.に よ
れば、
identity, The sameness of a person, a thing at all times or in all circum-
stances, the condition or fact that a person or a thing is itself and not 
something  else  ; individuality, personality.
の意 と検索で きます。個性 とか 、その人 らしさとか人格 とかいった ような
意味です。 そ の用例 として 、 同辞 書は 、 アーヴ ィングの 「スケ ッチブ ッ
ク」(1820年)の次の行文 を引いています。
He doubted his own identity, and whether he was himself or another 
man. (Sketch Book I, 85)
"identity"なる言辞 を使用す る ところに
、このサターンが 、遠い昔(ギ
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リシャ ・ローマ)の 神話の世界の サターンでは な くて 、ego(自我)の 意
識の強 い19世紀の所 産で あ るのがわか ります。キーツが ギ リシャ神話 に新
しい意 味 を賦与 した と評 され るのは、一 つには、このよ うにサターンに近
代 的性格 を持 たせた こと、ない しはサターンの近代化 にあ るのだ と思いま
す。 とい うより真実 は、そのよ うな単 にギ リシ ャ神話解釈上 のユ ニー クさ、
鋭 さとい うよ うな抽象的 、古典的意義でな く、キーツ的現代の、彼、その
所属階級 、人間一般 の個別 、特殊 、普遍の三契機 にお ける人類の運命、境
位(詩 人 のそれ も包 含 した)に 鋭い洞察の メスを加 えた ことこそに、キー
ッの本領 は決せ しめ られ るべ きで しょう。
その意 味で も、当"identity"解釈にキーツ理解 の鍵 があ りそ うです。
た とえば、M.Allotはこの113-116行へ の註 で、
Titans are men of identity and power. Their successors, the Olympians, 
whose qualities are epitomised in Apollo, have no identity and express 
Keats's idea of the poetical character. (M. Allot, p. 403)
と彼女 な りの説明を しています。い うまで もな く、"Titans"(タイ ン族)
とは、サ ター ンに代表 され る、ジュピターに よる敗北 以前 この世を支配 し
てい た ところの巨人族で 、Uranus(天)とGaea(地)と を父母 とす る神
の一族で す。キーツにあってはサターン達 、黄金時代 の神 々は、"menof
identity"であ り・"menofpower"なのです。 すなわ ち、強烈 な自己
と壮 んな力を持 った ものなのです。 しか し、 このタイ タン族 の後 に続 く、
オ リン ピァの神 々の場合は違い ます。 彼 らは、M.Allotも指摘 してい る
如 く、 「ハ イ ピァリァン」の中の アポ ロの姿に集約 され 、identity(自我)
を持 ってい ないのです。 われ らの詩人は、 彼 らを"poeticalcharacter"
(詩人的性格)と か 、"MenofGenius"とか呼称 しています。
この こ とは 、彼 の次の二 つの手紙 によって よ く理解 され ます。
[1]まずは、::年10月27日付出版者、リチ ャー ド ・ウ ッドハ ウスに宛 て
た手紙。 その中で彼 は"poeticalcharacter"につい て詳 しく説 明 します。
As to the poetical Character itself, (I mean that sort of which, if I am
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anything, I am a  Member  ; that sort distinguished from the Wordsworthian 
or egotistical  sublime  ; which is a thing per se and stands alone) it is not 
itself—it has no self—it is every thing and nothing—It has no character—it 
enjoys light and  shade  ; it lives in gusto, be it foul or fair, high or low, 
rich or poor, mean or elevated—It has as much delight in conceiving an 
 Iago as an Imogen. What shocks the virtuos philosop  [h] er, delights the 
camelion Poet. It does no harm from its relish of the dark side of things 
any more than from its taste for the bright  one  ; because they both end 
in speculation. A poet is the most unpoetical of any thing in  existence  ;
because he has no Identity—he is continually in for—and filling some other 
Body—The sun, the Moon, the Sea and Men and Women who are creatures 
of impulse are poetical and have about them an unchangeable attribute—the 
Poet has  none  ; no identity. 
                   (To Richard Woodhouse, 27 October 1818)
この手紙 でキーツが言 わん としてい ることは大約次 のよ うです。キ ーツの
詩 人的性格 とい うのは、 ワーズ ワース的、或 いは自己中心的 な もので はな
くて 、それ は 自己を持 たぬのを身上 と します。全 てで ある と同時 に 「無」
ヘ ン カイ パ ン
で もあるのです 〔い わ ゆ る、 かのエ レア派 的 「一 に して全 」 的思想〕。
ま さにそれ故に 詩人は、 悪の イヤゴー た り得 るし、 善 の イモ ジェン に も
　 コ
なれ るのです。 「変 身」 自在 なのは 、あたか も南無観世音菩薩 のよ うで す
"camelionPoet"なる表現 に注意. 。明暗両 面、彼 は喜 びます。
詩人は 全て の 存在物の うちで 最 も非詩的unpoeticalなものです。 彼 は
　 　 　
``identity"を持 た ないか らです。 彼 は他の もの を満 た します 。太 陽 とか
月 とか 、海 、それ に男 とか女 とい った ものは、"poetica1"(詩的)で あ り、
かっ は不変(一 定)の 属性 を具 えてい ますが、無 限転生 の詩人 は質 のどん
　 　
づま りにおいてはい ぎしらず、 当該の詩では固有 の己れ らしきものを何 も
持 ちません。 転変metamorPhosisのうちに己れに止 るもの、 己れを保存
す るもの、"identity"、個性 はあ りませ ん。かのエーテルの如 くとことん
正 体な き無 定形 な(amorphous)なものです。
同 じ"poetical"でも意義 に大い なる隔絶 があ ります。すなわち、文中
・thepoeticalCharacteritself"の"poetical"とは、``ofproperto
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poets"の 意 で 、 「詩 人 の 」 と力丶 「詩 人 的 」 とか の 意 と解 さ れ ま す 。 こ
れ に 対 し て 、"APoetisthemostunpoetical...'1や、"TheSun,the
Moon...arepoetical"の"poetical"は、"ofpropertopoetry"で、
厂詩 に 適 す る 、 詩 題 に な る 、 詩 的 な 」 の 意 と思 わ れ ま す 。
[II]第二 の 資 料 と し て 、 少 し遡 っ て 、1817年11月22日友 人Bailey宛 て
手 紙 の 場 合 。 こ こ に お い て 彼 は 、 ま だ"PoeticalCharacter"を使 用 し
て い ま せ ん 。 が"MenofGenius"と い う言 葉 で 以 て 、 上 叙 の 主 旨 を 指
して い ま す 。 別 言 す れ ば 、"identity"はな く 、"individuality"どか 、
"determinedCharacter"とか が み え ま す が 、 指 示 内 容 は 、 上 で 引 用 した
一 年 後 の 手 紙 で の そ れ と差 異 は あ り ま せ ん 。"identity"を持 つ 人 々 は .、
"MenofPower"と 別 称 さ れ ま す 。
... Men of Genius are great as certain etherial Chemicals operating on 
the Mass of neutral  intellect... they have not any individuality, any 
determined Character. I would call the top and head of those who have 
a proper self Men of Power— 
                   (To Benjamin Bailey, 22 November 1817)
このよ うに、キーツの考 えでは、 人間 は、"identity"を持 つ人 々 と、
持 たない人々 とに分類 され ます。 この 「持 たない」 とは、否定の表現です
が 、それ は単純 に消極 的意味ではな くて、"identity"(自己)を 持た ぬが
故 に、"speculation"(想像力)に よってあ らゆ るものに 「生成」 で きる
とい う積極的意味が あ ります。形式論理学の限界 を打 ち破 る、ま さに丶否
定的傾向の うちに肯定的 なそれ をみるとい う 「逆 」弁証法 的論理が 、これ
です。
幼児(dasKind)は、その想像力 によ り、雲に も星 にも、動 物 に も、鳥
の ロ コ 　 ロ
に も、何 にで もなれ ますが 、 これは中心が ない 、 つま り 「無心」、 で とら
われてい ない(impartial,neutral)からです。 しか し、ひ とたび自我 に目
覚めて くるや、"selfish"、"egotistical"とな り、程度 の差 はあれ、自己か
ら離れ ることは難 しい ことです。自己 を超越 して、(キーッ流に言 えば、 自
己 を持たずに)あ らゆ る もの、あち ゆる性格 の ものに変身す るとい うこと
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は・詩 人の理想 とす るに適 うこ とで しょう。 キーツにあ っては"identity"
な きが"disinterestedness"と同一であ り、これ こそが ひいては"Negative
Capability"の理想境に到達す る関門であ ったので しょう。美 と真理 と力
とが それ の随伴 者であ るとい う彼 の考 えが ここに も潜伏 、貫徹 して います。
"MenofGenius"の第一人者 として、キーツはシ ェークスピァを挙 げ
ていますが 、シ ェークス ピアは 「自己」 を持た なか ったので、 とい うよ り
キーツ と違 って相対的 「自己」 を移動 、移入で きたので、想像力 に よって
対象界 に内在 、あ らゆる もの に、入魂 、転生 、それ故 に こそ、変化 に富み 、
の 　 　 り
かつ生 き生 き した人間諸群像 を創造 し、か の尨大 な精神現象界 、迫真入神
の作品 を うみだ し得 たので しょう。
キーツが この 「ハ イピ ァリァン」 を書 く時彼 はサターンに も、ス ィーア
に も、ハ イ ピァ リァンに も身 を託す る以上 に、自己喪失 、 「没 落」 して 、
相対的 、 絶対 的に(anundfursich)、それ らになるのです。 シ ェリー
が 、賦 「雲 によせ る」 「雲雀 によせ る」 を作成 した際 、彼 自身は、雲 とな
　 　
り、雲雀 となった、 したが って対象=客 体に内在 、自己没落 して、己れの
　 　
根 底に行 き(ZUGrundegehen)得た ので しょう 自己は空 しく滅 び、
本然=自 然(nature)の姿態 とな って、対象 の自然(根 底、根拠、本質)と 合
体で きる 。 さな くば・あのよ うにみずみず しい、ヴ ィヴ ィッドな作品
は生 まれ なか ったで しょ う。我 々凡 人は、 もちろん、権 力の側にあ る者 は、
別の意味で 自意識 も強 い もので 、ここで もそれ と対応的だ った 、サ ター ン
は"mystrongidentity"と規定 され 、かっ"MenofPower"に 属せ
しめられてい ま した。
"identity"を持 たない者 は、 それ を失 うことはないのは 更 な りですが 、
"identity"を保 つ ものはそれ を失 う、 或い は、 失ったよ うに感 じるこ と
があ ります。今 のサ ター ンがそれ で、彼 は本 当の 自分 が何処 にい るか探せ
とス ィーアに命 じます。
                      Search, Thea,  search  !  
'  Open thine eyes eterne
, and sphere them round  
'  Upon all  space  : space starr'd and lorn of  light  ;
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 Space region'd with  life-air  ; and barren  void;  
'  Spaces of fire, and all the yawn of  hell.— 
' Search
, Thea,  seach  ! and tell me, if thou seest 
 A certain shape or shadow, making way  
'  With wings or chariot fierce to repossess 
 A heaven he lost  erewhile  : it must—it must  
'  Be of ripe progress—Saturn must be King. 
              (Hyperion, Book I, 11. 116-125).
116-124行は ス ィー ア へ の 命 令 文 で す 。117行 目 、"Openthineeyes
eterne"にお け る``eterne"は 、0.E.1).に よ る と 、obs.exc.arch
(poet)で、eternalの意 と し て キ ー ツ の こ の 一 行 が 引 用 して あ り ま す 。
"eyeseterne"は
、 ま たMiltonicinversionです 。 こ の 場 合 、eterneeyes
に す る とiambicが 壊 れ て し ま い ま す 。 次 の"sphere`themround"の
"sphere"は面 白 い 用 例 で す が 、0.E.1).で は 、
sphere, To send about in a  circle  ; to turn round in all directions.
の謂で、 これ もキ ーツの この行 を掲 げてあ ります。"sphere"を使 うこと
によって 、体 ばか りで な く目 も大 きいス ィー アがその眼球 をぐる りと動か
す姿が 目に浮かぶ よ うです。
間 をおいて122-4行 目。主人公サ ター ンはあ る姿 、或いは影 が翼 をっ
け、恐ろ しい戦車 を駆 って、失 った天 を奪還 しよ うと進んでい るのが見 え る
か ど うか とス ィー アに尋 ねてい ますが、 自分では置 き忘れた己れ の"real
self"が敗北 を認 めず戦 を続 けて いる と想像 します。 こ こでまた"Chariot
fierce"とMiltonicinversionがあ ります 、 これ も韻律上の 必要か ら
です。最終行125行目でサ ター ンは今の 自分 の気持 をはっ きりと表 明しま
す。
"SaturnmustbeKing"
この短い言葉 がなん と力強 く、 また悲痛 に響 くことで しょう。
「没落」は これ に対 して次の よ うです 。
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                      Moan and wail. 
Moan, brethren, moan; for  lo  ! the rebel spheres 
Spin round, the stars their antient courses keep, 
Clouds still with shadowy moisture haunt the earth, 
Still suck their fill of light from sun and moon, 
There is no death in all the universe 
No smell of Death—there shall be death—moan, moan, 
Moan, Cybele, moan, for thy pernicious babes 
Have chang'd a God into a shaking Palsy. 
Weak as the reed—weak—feeble as my  voice-
0, 0, the pain, the pain of feebleness. 
       (The fall of  Hyperion, Book I, 11. 417.429)
「没落」412行と同 じ 伝 「嘆 け」 で始ま ります6逆 順 であれ、"Moan,
brethren,moan"に"Moanandwai1"がさらに つ け加 わ って 、 意
味が 強 め られ ています。 次 の数行 は 自分が 王位 を失 って も、 世の営 みは
変 らぬ と叙述 され ます。"rebelspheres,""thestars"、及 び"Clouds"
と最初 の4行 は宇 宙を 、 そ して422行目、"thetree","theseashores"
は地 上を象徴 す るものです。 尚"still"(今なお)が 、"moan"に対応 し
てか4度 も使われてい ることは注 目に値 します。 「自分が王位 を失 った今
もなお」 とい う強 い気持 を表 白 したいので しょう。 文法的 に言えば 、419
行 目で、 目的語 、動詞 の倒置が 、422行目では"buds"と"thetree"の
間で主語 、 動 詞の倒置 が み られます。 そ して これ ら数行 で 歌 われ た こと
は、 続 く423行、"Thereisnodeathinal1-theuniverse"へ総括 され
ます。f`death"と言 って 、"smellofdeath"と後追い 、 重畳 させて表
現 を強 め ます 。 直後 の"thereshallbedeath"こそ、 サターンの本音
です。 自分が王位 を失 った以上は 、世の営み も終 る筈 なの です。 なの に…
…。 彼はただ 悲 嘆に 暮 れ るばか りです。 また、"moan,moan,/Moan"
(「嘆け、嘆け、嘆け」)とたて続 けに叫び ますが、それは 、今度は兄 弟達
にではな くて 、自分達神 々の母 であるシ ビ リーへの呼 びか けに代 っていま
す。 まるで、幼児が母親 に甘 えるよ うです。
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425行 目 の"pernicious"と は0.E.D.に 徴 す れ ば ・ ・ 一 ・'
pernicious,thatharborsevildesigns;wicked;villanous.Nowrareorobs.
ぐ モロ
に該 当 します 。"babes"は、言 うまで もな くbabiesのこ とですが ・これ
は文学語 や 詩語 としては今 で も現役の言葉です。 これ ら"thypernicious
babes"で以て、'オリンピァの神 々を指 してい るわ けですが、 そ こに我 々
は彼 らに対 す るサターンの憎悪心の滲み を嗅 ぎ取 らざるを得 ません。次行 、
"aGod"は 、"me",す なわちサターンの ことで、 神で ある自分 を"a
shakingPalsy"にした とサター ンは 呪詛 します。"shaking"はpalsy
(中風)の 特徴 の形容語 ですが 、この"Palsy"は、病 その もので はな く
て、"apalsiedperson"(0.E.1).)なのです。 今 日では廃語 になって
い るこの語 をキーッは大文字化 して 、か つは強意 しました。
最後か ら3行 目、427行は繰 り返 しの"Moan,brethren,moan"で始
ま ります。 これで"Moan"の 呼びか けは4度 で、実 に多過 ぎます。感情
過 多、情 に棹 を さし過 ぎてい ます。押 え難 く溢れ る感情 にサターン も、語
り手 キーツ も溺れて しまい ます 主 ・客一如 の境 、彼 はここにいた って 、
時 、空の意 識 を失い ます。 まさに狂気 に一歩 の天才 的没入 で、叙事詩で あ
りなが ら、抒情詩た り得 るのです。サ ター ンは自己を"weakasthereed"
と葦 に擬 してい ます。かのイソ ップの寓話 を もち出す まで もな く、葦 は古
来か ら自然 の中で最 も弱い もの とされています。パス カルが 「パンセ」で
人問に譬 えたのは周知の通 りです。パスカルで の場合 をキーツは神 に置 き
代 えたので した。それほ どにサターンの存在 の微弱 を強調 したか ったので
しょう。・feebleasmyvoice",畳み込んで"thepainoffeebleness"
と、漸層法 的手法で弱 さに弱 さの追 い討 ちがかか ります。
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